
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 21日(金)・５月 10日(水) １２～13時 於・一番町フォーラス前 

    

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 

「女性ネットみやぎ」ニュース No.66 2017.4.15 

 ブログ：joseinet-miyagi  メール：housyanoujoseinet@hotmail.co.jp  Tel /fax 022‐215-3120 

 

 
宮城の空と大地を守るため、みんなで手をつなごう！

   

 

 
  

◆全県に広がる「いっせい焼却反対」のとりくみ―4月2日、
放射能汚染廃棄物の県内いっせい焼却に反対する宮城県
民連絡会が結成されました。昨年 11 月に県知事が提起し
た 8000 ベクレル／㎏以下の放射能汚染ゴミの「いっせい焼
却」について、12 月の市町村長会議では見合わせとなりまし
たが、村井知事は「次の市町村長会議で再検討する」と、あ
きらめていません。放射能汚染を広げるな！子どもたちを放射
能から守ろう！と、県内各地でさまざまな運動が広がっていま
すが、「放射能汚染の拡散はやめてほしい」と願う住民の思
いを実現するため、その力をつなげて、県や各自治体に要求
して行こう、と宮城県の連絡会結成が待たれていました。 
◆開会あいさつの中で、大崎の会の中嶋信氏は、経過と連
絡会の趣旨について、①放射能汚染ゴミ問題の経過２村井
県知事らの過ち③地方自治の力による解決を求める、と話さ
れました。 
◆連絡会の活動内容や今後のとりくみについて、あいコープの
多々良さんが提案しました。各地で進んでいる運動を一体と
して県に求めていくために連絡会を結成し、引き続きいっせい
焼却に反対する署名を広げていくこと、「県に対する７項目の 
質問状」への回答を求め、意見交換すること、市や町に対し 

て、『いっせい焼却に反対』の態度を表明するように要請して 
いくこと、連絡会に参加してともに闘おう、と呼びかけました。 
◆リレートークでは、「原発のない未来をつくる県南の会」「生
活協同組合あいコープみやぎ」「脱原発市民会議」「焼却問
題を考える富谷の会」「放射能を拡散させる『一斉焼却』を
スルナサセルナ市民集会実行委員会」「放射能から子どもた
ちを守る栗原ネットワーク」から、この間のとりくみを報告しまし
た。また、会場からは、2015年に仙台市が 520 トンの汚染
ゴミを３工場で焼却した時に、咳・目・足にふらつき・不眠が
あったこと、県外に避難したがセシウムの内部被ばくが確認さ
れた、という発言もありました 
◆結成集会参加者 160 名の総意として、「私たちは放射
能汚染廃棄物の『一斉焼却』に反対し、安全に保管・管理
することを求めます」の採択しました。 
 
◆4月 12日には、この決議と 7項目の質問状を県庁の環
境生活部に届け、「県が市や町に押しつけるのではなく、住
民の声を聞いて一斉焼却をやめ、隔離保管をしてほしい」と
求めました。また、5 月 19 日まで責任ある回答と意見交換
のための時間を設けていただきたい、と要望しました。 
 

開会あいさつする中嶋さん 多々良さんがとりくみを提案 集会で配布された資料や決議案 
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 女川原発再稼動 STOP！いっせい焼却に反対！ 
さらに強く大きな声をあげましょう！ 

 

◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo金曜デモ・毎週金曜 17時半 ・あさひ中央公園集合後デモ 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17時半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前 17 時 45分デモ出発 
＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 
＊仙台長町地域：第3水曜0時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション：仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 
＊仙台中央部：脱原発みやぎ金曜デモ(女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ） 

                   4/21(金) 元鍛冶丁公園・4/28(金) 勾当台公園野外音楽堂 18:00集合、18:30デモ出発 

5月から集合・出発が30分繰り下げの夏時間になります。 

5/12(金) 錦町公園 ・5/19(金)肴町公園 18:30集合、19:00デモ出発 
 
◆4月15日(土)12時～13時「女の平和」ピースアクション 於・フォーラス前 
◆4月16日(日)13時半~15時半 東日本大震災から6年―私たちは何を学ぶべきか―第3回「東日本大震災と原発問題」 
                      於・仙台弁護士会館 主催・日本科学者会議宮城支部「世の中研究会」 資料代300円 
◆4月19日(水)18時15分～「共謀罪」  於・仙台弁護士会 主催・宮城革新懇 
◆4月21日(金)8時～9時・16時45分～17時45分(朝・晩です) 女川原発再稼動反対・いっせい焼却再考を求める署名行動 

～市役所バス停周辺を宣伝隊で埋め尽くしましょう～於・仙台市役所前 主催・脱原発仙台市民会議 
◆4月21日(金)12時～13時 女川原発再稼動STOP女性ネットみやぎ街頭宣伝署名行動 於・フォーラス前 
◆4月22日(土)13時半～宮城県原爆被害者の会第59回定期総会 於・ホテルクレセント 一般参加 資料代500円            

記念講演：「トランプと核」～原発・核のゴミ問題にも触れながら～太田昌克氏(共同通信社論説委員)  
◆4月23日(日)14時～16時 被爆者は命かけ叫ぶ 核兵器禁止条約締結交渉開始へ 講演：田中煕巳氏(日本被団協事務局長） 
                   於・仙台市戦災復興記念館展示ホール 主催・宮城県平和委員会 資料代500円  
◆4月23日(日)栗原市長・市議選挙投票日／登米市議選挙投票日／東松島市市議選挙投票日 
◆5月1日(月)メーデー宮城県中央集会・塩釜地方集会・大崎地方集会 
◆5月3日(水・祝)13時～ ５・３憲法を活かす宮城県民集会／於・仙台国際センター（記念講演➜アピール行進） 

「日本国憲法施行70年の世界史的意味」 講演・水島朝穂さん(早稲田大学法学学術院教授) 
主催／宮城県護憲平和センター・憲法を守る市民委員会・みやぎ憲法会議 

◆5月10日(水)12時～13時 女川原発再稼動STOP女性ネットみやぎ街頭宣伝署名行動 於・フォーラス前 
◆5月14日(日)14時～仙台合唱団第11回演奏会 於・日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）参加費1000円 
◆5月15日(月)12時～13時「女の平和」ピースアクション 於・フォーラス前 
◆6月17日(土)13時半～講演「低線量被曝による健康被害」 共催／きらきら発電・あいコープ 後援／いっせい焼却反対県民連絡会 

講師・崎山比早子さん(元放射線医学総合研究所主任研究官・高木学校所属)於・せんだいメディアテーク・無料 

 

 

 

 

 企画 

河合弘之弁護士の講演と、 

最新作「日本と再生 光と風のギガワット作戦」上映 

 

「子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換を

めざす女性ネットワークみやぎ」が結成されてから５年になります。 
 
原発事故による放射能被ばくによる健康被害は、福島で甲状腺がん

と疑いの子どもが 185 人（当時５才～18 才）と報告されています。し

かし、検査結果発表後に、当時４才の子どもががんと診断されて、手術

をしております。検査で経過観察とされて別の医療機関でがんが見つかっ

た患者は把握困難として報告されていません。宮城県丸森町でも甲状

腺がんが確定して手術された方もおり、北茨木市でも３人いました。 

福島原発の事故で放出された放射能に汚染された廃棄物の処分や

管理についても、いまだに方向が見えません。原発と私たちのくらしは共存

できないことはさらに明らかになっています。 
 
自然エネルギーが豊富に得られる日本で、原発をやめて自然エネルギ

ーによって地域も経済も再生できると信じて、世界の自然江ネルギーの実

情を知る旅に出た河合弁護士が、私たちに確信を持って訴えます。 

ご期待下さい！今から、予定に入れて下さい。 
  


